た。 

が、 譲吉が 一 旦 学校 を 卒業して からと 云う もの は、 

とと の 

服装 を 調える 必要 を 痛切に 感じ 始めた ので ある。 彼 

が 学生時代から、 ズ ー ッと 補助 を 受けて 居る、 近 藤氏 

それ 

の 世話で X X 会社に 入社した 当初 は、 夫が 不快になる 

まで、 自分の 服装の 見すぼらし さ を 感じた ので ある。 

はじめ 

夫 は 夏の 終で あつたが、 彼 は、 初て 出社す ると 云う 

のに、 白地の 木綿 鉼を 着て 居る に 過ぎなかった。 

課長と、 初対面の 挨拶が 済んで から、 彼 は 同僚と な 

るべき 人々 に、 一 々紹介され た。 

「岡 村 君に 吉川君 ご と、 課長 は 最初に、 二人の 青年 を 



芽ぐむ ばかりに なった # 脚 樹の 枝の 間から、 薄緑に 晴 

れ 渡った 早春の 空 を 眺めて 居た。 すると、 

「先生！」 と、 声が して、 いつもよ く、 遊びに 来る 隣 

づれ 

家の 子供が、 兄弟 連で やって来た。 譲吉 はもう 三十に 

近かった が 子供と たわいなく、 遊ぶ 事が 好きで、 こう 

した 来客 を 歓迎した。 兄の 方が、 新しく 買ったら しい、 

ピンポンの 道具 を 持って 居た。 そして、 

「先生！ ピンポン を 買って 貰った から、 しましょう。 

うま 

随分 旨くな つたの だから ご と、 云った。 

譲吉 は、 隣家の 主人に 頼まれて、 此の 子供達に 英語 

を、 ホンの 一週間ば かり 教えた 事が あるので、 兄弟 は 



しんだ。 夫で も、 彼の 嗚咽 は 尚 無用に 続いて 居た。 

「離れに 置いて あるから、 直ぐ 彼方へ 行って 呉れ ご と、 

主人 は 落着いた 声で 言った。 

彼 は 直ぐ 奥の 離れへ 行った。 紫色の 御 召 を 着た 令嬢 

の 雪 子さん と、 瑠璃 子さん が、 泣 顔 を 上げて 譲 吉の顔 

を チラ リと 見た。 

何時も は、 此の 二人の 令嬢 を、 世の中で 最も 幸福な 

女の子 だと 思って 居た 譲吉 は、 今日は 全く 反対の 考を 

懐かねば ならなかった。 夫人の^; 骸は、 十 畳 間の 中央 

すそもよう くろち リ めん 

に、 裾模様の 黒 縮緬、 紋附を 逆さまに 掛けられて、 静 

おもむ 

に 横たわって 居た。 譲吉 は、 徐ろに 遺骸の as に 進んだ。 



殊に、 夫人が 仏教の 信者であった 為め に、 仏教の 

形式主義が、 飽く迄も この 悲しみの 家 を 支配して 居た。 

あみだきょう 

坊主が、 眠む そうな 声 をして、 阿弥陀経 など を 読み 上 

げる たびに、 譲吉は 却って 自分の 純な 悲痛の 感情が、 

きず つ 

傷 けられる の を 覚えた。 殊に、 初ての お 通夜の 晚に、 

ぼだいじ 

菩提寺の 住職が お 説教 をした が、 その 坊主 は 自分の 説 

教に 箔を附 ける 為 か、 英語 を 交じえ たりした。 

「剎那 即ち モ— メント の 出来事 を ：•：. 」 と、 云った よ 

うな 言葉遣いが、 譲吉の 僧侶に 対する 反感 を、 一 層 強 

めた。 殊に その 坊主が、 

「米国の ロック フェラ ァ ぼく 『人生 は 死に 向って 不断 



る。 

譲吉 も、 自分 達の 望んで 居た、 大 島が 出来た 事に、 

多少の 満足 を 感ぜぬ わけに は 行かなかった。 が、 一生 

の 恩人で ある 近 藤 夫人 を 失って、 大 島の 揃 を 得た 譲吉 

の 心 は、 彼の 妻が 想像して 居る 程 単純な 明るい ものと 

は、 全く 違つ て 居た。 

(大正 七 年 六月) 
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